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沖縄での米海兵隊員による少女暴行事件に抗議する

長野県高等学校教職員組合

またしても起きてはならない暴行事件が発生しました。

沖縄署は昨日、中学生の少女を暴行したとして、米海兵隊所属の容疑者を逮捕しました。このような犯罪は、人権を蹂躙する重大な犯罪であり、断じて許すことはできません。容疑者の厳正な処分を要求します。

このような事件が起きるたびに、日米両政府は「再発防止にあたる」「綱紀粛正する」などと言明しますが、まったく効果はありません。この15年間だけを見ても米兵による犯罪が沖縄で775件、全国では1700件以上起きていることからも明らかです。また、それは戦争で人を殺傷する「軍隊」の性質を考えれば当然のことです。こうした犯罪のそもそもの原因は、米軍基地が沖縄をはじめ日本全国に存在することにあります。長野県には米軍基地こそありませんが、「米軍再編法」により松本の自衛隊駐屯地が無償提供される可能性があり、決して他人事ではありません。

長野高教組として、「米軍地位協定」の抜本的な改定を求めるとともに、米軍基地のすみやかな撤去を求めます。

以上

